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令和元年 第２回ふくおか県央環境広域施設組合議会定例会 

令和元年 11 月 25 日（月） 10 時 00 分開議 

 

 

議事次第書 

 

〇議長 

  おはようございます。会議を開催したいと思いますが、開会に先立ち、事

務局長より報告の申し出がありましたので、これを受けたいと思いますので、

ご了承ください。事務局長。 

 

〇事務局長 

はい、議長。本日の会議の開会前に、まずお詫びを申し上げます。先日、

配布しました議案書の一部に誤字等が見受けられましたので、そのことをま

ずお詫び申し上げます。ただいまより訂正したものをお配りしたいと思いま

すが、よろしいでしょうか。議長。 

 

〇議長 

はい、許します。 

 

〇事務局長 

それではただいまより訂正したものをお配り致しますので、よろしくお願

い致します。議案書とふくおか環境施設組合の決算書でございます。 

  ありがとうございました。誤字等が見受けられました。で、今日さらに、

大変申し訳ありませんが、訂正方も、ここでよろしくお願いします。決算資

料、ふくおか県央環境施設組合、決算資料、ふくおか県央環境施設組合分で

すが、１ページ、概要です。１ページの概要に、30 年度等々の最後の「実質

収支として同額をしました」というのがありますが、「しました」は間違いで、

「同額を翌年度へ承継しました」というのが、「しました」を取ってください。

すみません。１ページです。概要の１、２、３行目、中ほどです。３行目で

すけども、概要の３行目、決算資料です。 
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〇議長 

30 年度決算資料です。これ。ふくおか県央環境施設組合の。 

 

〇事務局長 

概要の３行目です。 

 

〇議長 

１ページの中ほど、中ごろです。 

 

〇事務局長 

 「実質収支として同額をしました」になっておりますけども、「同額を」で

「しました」はいりませんので「しました」を削除お願いします。ふくおか

県央の分です。もう１点ありまして、決算の監査意見書です。決算審査意見

書。 

 

〇議長 

ここ、「30 年度飯塚市・桂川町衛生施設組合 ふくおか県央」と３列になっ

てて、「一般会計決算決算審査意見書」というのがあります。 

 

〇事務局長 

その２ページでございます。２ページです。２ページの「第４ 決算の概

要」の中の。 

 

〇事務局長 

意見書です。２ページです。第４の「決算の概要」の欄の「飯塚市・桂川

町衛生施設組合」、それが３行目です。6404 万 0341 円の黒字となり、新組合、

カッコ書きで書いております（ふくおか県央環境広域施節組合）の「節」が、

大変申し訳ございません、言偏の「設」です。すみません。多大なご迷惑を

おかけしまして誠に申し訳ございません。 

また、次は報告ですが、７月 22 日の臨時議会におきまして定数条例の改正

をいただき、再編建設推進室を正式に立ち上げております。９月１日より、

飯塚市より２名の職員を派遣してもらっています。このことを、報告を致し
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ます。以上です。すみません。 

 

〇議長 

今、事務局長から報告がありましたけど、再編建設推進室というのが設置

されております。それでここに人員が配置されておりますので、そのメンバ

ーが本日、議会に出席されておりますので、自己紹介をしていただきたいと

思います。では再編建設推進室室長、お願い致します。 

 

〇杉丸室長 

９月１日より飯塚市から派遣で再編建設推進室室長を拝命致しました杉丸

と申します。どうぞよろしくお願い致します。 

 

〇大谷補佐 

同じく再編室補佐を拝命致しました大谷でございます。どうぞよろしくお

願い致します。 

 

〇議長 

以上で紹介を終わります。 

 

〇議長 

ただいまから、令和元年 第２回ふくおか県央環境広域施設組合議会定例

会を開会致します。ここで組合長の挨拶をお願い致します。組合長。 

 

〇組合長 

皆さん、おはようございます。本日、令和元年 第２回ふくおか県央環境

広域施設組合議会定例会を開催致しましたところ、お忙しい中にもかかわら

ず、ご参集いただきまして誠にありがとうございます。本日の定例会に提案

致します案件は、会計年度任用職員に関する議案、平成 30 年度決算の認定に

関する議案、令和元年度補正予算に関する議案、以上３件でございます。は

なはだ簡単ではございますが挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお

願い致します。 
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〇議長 

組合長の挨拶が終わりましたので、お手元に配布されております議事日程

の順序に従い議事を進行させていただきます。日程第１、会議録署名議員の

指名についてですが、会議録署名議員は５番・松延隆俊議員、６番・江口徹

議員の両議員を指名致します。よろしくお願い致します。 

 

〇議長 

続きまして日程第２、会期の決定を議題と致します。おはかり致します。

今回の定例会の会期は、本日１日間と致したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

 

 （異議なし） 

 

〇議長 

ご異議なしと認めます。したがって会期は１日間、本日１日間と決定致し

ました。 

 

〇議長 

日程第３、議案第 10 号、ふくおか県央環境広域施設組合会計年度任用職員

の給与、費用弁償及び旅費に関する条例の制定についてを議題と致します。

直ちに説明を求めます。事務局長。 

 

〇事務局長 

はい、議長。それでは説明の前に、資料配布の確認をお願い致します。ま

ず第２回定例会議会議案１冊、平成 30 年度飯塚市・桂川町衛生施設組合決算

書１冊、それに関わる決算資料が１冊、施設管理状況調書が１冊、同じよう

に、ふくおか県央環境施設組合決算書１冊、決算資料１冊、施設管理状況調

書１冊、決算審査意見書が１冊、計８冊です。それと当日配布致しました報

告第１号、２号、３号です。 

それでは第２回定例会議会議案１ページをお願い致します。 

議案第 10 号、ふくおか県央環境広域施設組合会計年度任用職員の給与、費

用弁償及び旅費に関する条例の制定について、上記条例案を別紙の通り提出
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する。令和元年 11 月 25 日提出、ふくおか県央環境広域施設組合組合長 片

峯誠。 

提案の理由としまして、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法

律の施行により、会計年度任用職員制度が導入されることに伴い、会計年度

任用職員の給与、費用弁償及び旅費に関し、必要な事項を定めるため、本条

例案を提出するものです。 

２ページをお願い致します。この条例案は、会計年度任用職員の給与等に

関する条例で、給与、費用弁償及び旅費に関し必要な事項を定めるものです。

また給料表及び職務の級を定め、その他のほかのものについては飯塚市会計

年度任用職員の例によるとしております。なお、施行期日は令和２年４月１

日から施行するものとしております。簡単ですが説明を終わります。ご審議

の上、可決くださるよう、よろしくお願いを致します。 

 

〇議長 

これより質疑を行います。質疑はありませんか。はい、中嶋議員。 

 

〇中嶋議員 

今度、令和２年４月１日から始まる制度ですが、これは新規になると思い

ます。今現在、２つの旧組合の中に臨時職員や嘱託職員の方は何人程おられ

るのか。 

 

〇議長 

事務局長。 

 

〇事務局長 

はい。臨時職員が４名、嘱託職員が１名おられます。 

 

〇議長 

中嶋議員。 

 

〇中嶋議員 

５名ということですね。今度から色々な手当等がつくと思います。行政職
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や技能労務職になると思いますが、そこら辺の採用というのはどう考えてお

られるのか。 

 

〇議長 

事務局長。 

 

〇事務局長 

ここで、すみません、訂正があります。今臨時職員が４名と言いましたけ

ども、臨時職員は５名です。で、この臨時職員につきましては再度、この会

計年度任用職員となるわけですが、前の給料等を下回らない同じ程度の額を

任用職員に当てはめて支出したい。さらに新しく採用、仮にする場合でも、

それを基礎として任用をしていきたいと考えております。 

 

〇議長 

ほかに質疑はありませんか。 

 

 （質疑なし） 

 

〇議長 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これより討論を行います。

討論はありませんか。 

 

 （討論なし） 

 

〇議長 

討論がないと認められますので、討論を終結致します。これより採決致し

ます。おはかりします。議案第 10 号、ふくおか県央環境広域施設組合会計年

度任用職員の給与、費用弁償及び旅費に関する条例の制定について、原案の

とおり可決することに、ご異議ありませんか。 

 

 （異議なし） 
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〇議長 

異議なしと認めます。よって議案第 10 号、ふくおか県央環境広域施設組合

会計年度任用職員の給与、費用弁償及び旅費に関する条例の制定については

原案のとおり可決することに決しました。 

 

 

〇議長 

続きまして、日程第４、議案第 11 号、平成 30 年度飯塚市・桂川町衛生施

設組合及び平成30年度ふくおか県央環境施設組合一般会計歳入歳出決算の認

定についてを議題と致します。直ちに説明を求めます。事務局長。 

 

〇事務局長 

はい、議長。それでは議案第 11 号、議案書の９ページですが、平成 30 年

度飯塚市・桂川町衛生施設組合及び平成 30 年度ふくおか県央環境施設組合一

般会計歳入歳出決算の認定についてですが、説明の前に、まず飯塚市・桂川

町衛生施設組合とふくおか県央環境施設組合の２つの組合は、平成 31 年３月

31 日をもって解散。従いまして両組合の決算は、打ち切り決算となっており

ます。また同年４月１日からは飯塚市及び嘉麻市が運営している直営の施設

も含め、新組合、ふくおか県央環境広域施設組合としてスタートし、両組合

の事務を承継しております。 

それでは９ページ、このページですが、議案第 11 号、平成 30 年度飯塚市・

桂川町衛生施設組合及び平成30年度ふくおか県央環境施設組合一般会計歳入

歳出決算の認定について。飯塚市・桂川町衛生施設組合及びふくおか県央環

境施設組合が平成 31 年３月 31 日限りで解散したことにより、両組合の一般

会計歳入歳出決算について、地方自治法第 292 条の規定により、地方自治法

施行令第５条第３項を準用し、別紙、監査委員の審査意見書をつけて議会の

認定に付する。令和元年 11 月 25 日提出、ふくおか県央環境広域施設組合組

合長 片峯誠。 

それではまず、飯塚市・桂川町衛生施設組合一般会計歳入歳出決算書をお

願い致します。１ページをお願い致します。 

平成 30 年度飯塚市・桂川町衛生施設組合一般会計歳入歳出決算書。歳入決

算額７億 7484 万 6671 円、歳出決算額７億 1080 万 6330 円、歳入歳出差引残
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額 6404 万 0341 円。同上のうち繰越明許費繰越額の財源に充てる額０円で、

差引計 6404 万 0341 円が新組合に承継されています。また先ほど申しました

ように３月 31 日での打ち切り決算となり、本来、出納閉鎖期間中に収入すべ

き歳入並びに支出すべき歳出についても、新組合に承継をされております。

なお、新組合では余剰金として計上されております。 

２ページをお願い致します。まず歳入についてですが、各款とも不納欠損

額及び収入未済額はありません。予算現額及び調停額は省略し、１款分担金

及び負担金、収入済額７億 1475 万 9000 円で、予算現額と収入済額との比較

は０円、収入率は 100％となっております。１項分担金では収入済額７億 1475

万 9000 円、２項負担金は、本年度はございません。 

２款使用料及び手数料、収入済額 648 万 0918 円、予算現額と収入済額との

比較は 18 万 0918 円の超過で、収入率は 102.9％です。１項使用料、収入済額

412 万 9000 円。これは火葬場、筑穂園での使用料収入です。２項手数料、収

入済額 235 万 1918 円。これは桂苑でのごみ処理手数料収入です。 

３款財産収入、収入済額 646 万 1887 円、予算現額と収入済額との比較は 112

万 0887 円の超過で、収入率は 121.0％です。１項財産運用収入、収入済額 254

万 1980 円。これは基金利子収入です。２項財産売払収入、収入済額 391 万 9907

円。これは生産物売払収入で、桂苑から発生する鉄・アルミの売払い収入と

なっています。 

４款繰越金、収入済額 4681 万 4823 円。予算現額と収入済額との比較は 823

円の超過で、収入率は 100.0％です。これは前年度からの繰越金です。 

５款諸収入、収入済額 33 万 0043 円。予算現額と収入済額との比較は８万

4043 円の超過、収入率 134.2％です。１項組合預金利子、収入済額７万 0654

円。これは歳計現金預金利子等の収入です。２項雑入、収入済額 25 万 9359

円。これは自動販売機手数料等が主なものとなっております。 

歳入合計、予算現額７億 7346 万円に対し、調停額７億 7484 万 6671 円で、

同額を収入し、不納欠損及び収入未済はありません。また、予算現額と収入

済額との比較では 138 万 6671 円の超過で、予算現額に対する歳入決算額の収

入率は 100.2％となっております。 

３ページをお願い致します。歳出についてですが、各款とも翌年度繰越額

はありません。歳出合計をご覧ください。予算現額７億 7346 万円に対し、支

出済額７億 1080 万 6330 円、不用額が 6265 万 3670 円です。予算現額に対す
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る歳出決算額の執行率は 91.9％となっております。 

それでは９ページをご覧ください。９ページです。１款議会費、１項議会

費、１目議会費、予算現額 205 万 4000 円、支出済額が 123 万 7165 円、不用

額が 81 万 6835 円で、執行率は 60.2％です。不用額の主なものにつきまして

は９節の旅費、11 節の需用費、12 節の役務費等となっております。 

10 ページをお願い致します。２款総務費、予算現額１億 3908 万 4000 円、

支出済額１億 3736 万 3659 円、不用額が 172 万 0341 円で、執行率は 98.8％で

す。１項総務管理費、予算現額１億 3892 万 1000 円、支出済額は１億 3730 万

3107 円、不用額は 161 万 7893 円、執行率は 98.8％です。 

次に１目の一般管理費では予算現額2765万3000円、支出済額は2603万5728

円、不用額が 161 万 7272 円で、執行率は 94.2％です。なお不用額の主なもの

につきましては３節の職員手当等、４節共済費、９節旅費、11 節の需用費、

11ページをお願い致します、また14節の使用料及び賃借料等となっています。 

また２目諸費では、予算現額１億 1126 万 8000 円に対し、支出済額が１億

1126 万 7379 円、不用額 621 円で、執行率 100.0％です。 

12 ページをお願い致します。２項の監査委員費、予算現額 16 万 3000 円、

支出済額６万 0552 円、不用額が 10 万 2448 円、執行率は 37.1％です。不用額

の主なものにつきましては９節の旅費、11 節の需用費等となっております。 

次に３款衛生費、予算現額６億 2702 万 1000 円、支出済額５億 7220 万 5506

円、不用額 5481 万 5494 円で、執行率は 91.3％です。この中の１項清掃費、

予算現額５億 9634 万 5000 円、支出済額が５億 4369 万 1123 円、不用額が 5265

万 3877 円で、執行率は 91.2％です。 

１目し尿処理費、予算現額１億 7541 万 6000 円、支出済額１億 6672 万 5234

円、不用額が 869 万 0766 円で、執行率は 95.0％となっております。なお、不

用額の主なものにつきましては３節の職員手当等、13 ページをお願い致しま

す、７節賃金、11 節需用費、12 節役務費、13 節委託料等となっております。 

14 ページをお願い致します。２目のじん芥処理費では、予算現額４億 2092

万 9000 円、支出済額は３億 7696 万 5889 円、不用額 4396 万 3111 円で、執行

率は 89.6％です。不用額の主なものにつきましては３節の職員手当等、７節

の賃金、11 節の需用費、12 節役務費、13 節委託料等が主なものとなっており

ます。 

15 ページをお願い致します。２項の火葬場費、予算現額 3067 万 6000 円、
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支出済額 2851 万 4383 円、不用額は 216 万 1617 円で、執行率 93％です。不用

額の主なものにつきましては 11 節の需用費、12 節の役務費、13 節の委託料

等となっております。 

16 ページをお願い致します。４款公債費、本年度支出はなく、予算現額 100

万円の全額を不用額としております。 

５款予備費では、１款議会費へ 85 万 3000 円、２款総務費へ５万 7000 円を

充用し、予算現額 430 万 1000 円となり、全額を不用額としております。 

４ページにお戻りください。４ページです。歳入歳出差引額 6404 万 0341

円、同上のうち繰越明許費繰越額の財源に充てる額はなく、差引計6404万0341

円、全額が新組合、ふくおか県央環境広域施設組合へ承継されております。 

令和元年 11月 25日提出、ふくおか県央環境広域施設組合組合長 片峯誠。 

なお、17 ページに実質収支に関する調書、18 ページから 20 ページに財産

に関する調書を添付しております。 

次に、ふくおか県央環境施設組合の決算です。決算書をお願い致します。

１ページです。平成 30 年度ふくおか県央環境施設組合一般会計歳入歳出決算

額。歳入決算額 10 億 0817 万 5255 円、歳出決算額９億 2690 万 8301 円、歳入

歳出差引残額 8126 万 6954 円が新組合に承継されております。 

２ページをお願い致します。まず歳入についてですが、各款とも不納欠損

額及び収入未済額はありません。予算現額及び調停額は省略し、１款分担金

及び負担金、１項負担金では収入済額８億 9741 万 9000 円で、予算現額と収

入済額との比較は０円、収入率は 100％です。 

２款使用料及び手数料では収入済額はありません。 

３款財産収入、１項財産運用収入では収入済額 144 万 2525 円、予算現額と

収入済額との比較は 3475 円の減で、収入率は 99.8％です。 

４款繰越金、収入済額 4671 万 9083 円。予算現額と収入済額との比較は 4917

円の減で、収入率 100％となっております。これは前年度からの繰越金です。 

５款諸収入、収入済額は 6259 万 4647 円。予算現額と収入済額との比較は

793 万 4647 円の超過で、収入率 114.5％です。１項組合預金利子、収入済額

１万0026円。これは歳計現金預金利子等の収入となっております。２項雑入、

収入済額 6258 万 4621 円。２項雑入の詳細については５ページをご覧くださ

い。中ほどの５款２項雑入、１節資源物売払い 1775 万 4650 円。これは主に

リサイクルセンターから発生する鉄・アルミの売払い収入になっております。
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２節の雑入 4482 万 9971 円。これも主にリサイクルセンターでの嘉麻市不燃

物の処理委託料となっております。 

２ページにお戻りください。歳入合計、予算現額 10 億 0025 万 2000 円に対

し、調停額 10 億 0817 万 5255 円で、同額を収入し、不納欠損及び収入未済は

ありません。また、予算現額と収入済額との比較では 792万 3255 円の超過で、

予算現額に対する歳入決算額の収入率は 100.8％です。 

３ページをお願いします。歳出です。各款ともに翌年度繰越額はありませ

ん。歳出合計をご覧ください。予算現額 10 億 0025 万 2000 円に対し、支出済

額は９億 2690 万 8301 円、不用額は 7334 万 3699 円です。予算現額に対する

歳出決算額の執行率は 92.7％です。 

６ページをお願い致します。まず１款議会費、１項議会費、１目議会費、

予算現額は 22万 8000 円、支出済額は 19万 5323 円で、不用額３万 2677 円で、

執行率は 85.7％です。 

次に２款総務費、予算現額 6296 万 2000 円、支出済額 6179 万 7812 円、不

用額は116万4188円で、執行率は98.2％となっております。１項総務管理費、

予算現額 6288 万 5000 円、支出済額は 6172 万 8312 円、不用額は 115 万 5688

円、執行率は 98.2％です。そのうちの１目一般管理費では予算現額 1969 万

7000 円、支出済額は 1854 万 2425 円、不用額は 115 万 4575 円で、執行率は

94.1％です。不用額の主なものにつきましては、７節の賃金、11 節の需用費、

13 節の委託料、14 節使用料及び賃借料、19 節負担金補助及び交付金等となっ

ております。２目基金費では、予算現額 4318 万 8000 円、支出済額は 4318 万

5887 円、不用額は 2113 円で、執行率は 100.0％です。２項監査委員費、予算

現額７万 7000 円、支出済額６万 9500 円、不用額は 7500 円、執行率は 90.3％

です。 

７ページをお願い致します。３款衛生費、１項清掃費、予算現額７億 5092

万 4000 円、支出済額６億 8983 万 5260 円、不用額が 6108 万 8740 円、執行率

は 91.9％です。 

１目のごみ処理費、予算現額４億 2161 万 4000 円、支出済額が３億 9144 万

0948 円、不用額は 3017 万 3052 円で、執行率は 92.8％となっております。不

用額の主なものにつきましては、２節の給料、３節の職員手当等、４節共済

費、11 節の需用費、12 節の役務費、13 節の委託料、19 節負担金補助及び交

付金等となっております。 
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次に２目リサイクルセンターでは、予算現額１億 3942 万 2000 円、支出済

額は１億 2660 万 9054 円、不用額は 1281 万 2946 円で、執行率は 90.8％です。

不用額の主なものにつきましては、11 節の需用費、13 節の委託料等が主なも

のとなっております。 

８ページをお願い致します。３目のし尿処理費、予算現額１億 8988 万 8000

円、支出済額１億 7178 万 5258 円、不用額 1810 万 2742 円で、執行率は 90.5％

です。不用額の主なものにつきましては７節賃金、11 節の需用費、13 節の委

託料等となっております。 

４款公債費、予算現額１億 7508 万 1000 円、支出済額１億 7507 万 9906 円、

不用額が 1094 円で、執行率は 100.0％です。 

５款予備費では、１款議会費へ 2000 円、２款総務費へ 44 万 1000 円を充用

し、予算現額 1105 万 7000 円となり、全額を不用額としております。 

３ページにお戻りください。３ページの下段ですが、歳入歳出差引残額 8126

万 6954 円、全額が新組合へ承継されています。 

令和元年 11月 25日提出、ふくおか県央環境広域施設組合組合長 片峯誠。 

なお、９ページに実質収支に関する調書を、10 ページから 15 ページに財産

に関する調書を添付しております。また、両組合の決算資料、施設管理状況

調書、並びに監査委員さんの決算審査意見書を添付しておりますので、ご参

照方、お願いを致します。以上で説明を終わります。ご審議の上、認定いた

だきますようお願いを致します。 

 

〇議長 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

〇林議員 

はい。 

 

〇議長 

林議員。 

 

〇林議員 

飯塚市・桂川町衛生施設組合の決算書の２ページ、予算現額と収入済額と
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の比較、Ａ－Ｂがふくおか県央のほうはＢ－Ａになっていますけれども、今

後はＢ－Ａでやっていくということでよろしいですか。 

 

〇事務局長 

お見込みのとおりで、今後は Bマイナス Aでやっていきます。 

 

〇議長 

他に質疑はありませんか。 

 

 （質疑なし） 

 

〇議長 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これより討論を行います。

討論ありませんか。 

 

 （討論なし） 

 

〇議長 

討論がないと認められますので、討論を終結致します。これより採決致し

ます。おはかりします。議案第 11 号、平成 30 年度飯塚市・桂川町衛生施設

組合及び平成30年度ふくおか県央環境施設組合一般会計歳入歳出決算の認定

についてを、原案の通り認定することにご異議ありませんか。 

 

 （異議なし） 

 

〇議長 

異議なしと認めます。よって議案第 11 号、平成 30 年度飯塚市・桂川町衛

生施設組合及び平成30年度ふくおか県央環境施設組合一般会計歳入歳出決算

の認定については、原案のとおり認定することに決しました。 

 

〇議長 

続きまして日程第５、議案第 12 号、令和元年度ふくおか県央環境広域施設
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組合一般会計補正予算（第１号）についてを議題と致します。直ちに説明を

求めます。事務局長。 

 

〇事務局長 

はい、議長。議案第 12 号です。補正予算書をご覧ください。令和元年度ふ

くおか県央環境広域施設組合一般会計補正予算（第１号）です。別冊補正予

算書、１ページをお願い致します。議案第 12 号、令和元年度ふくおか県央環

境広域施設組合一般会計補正予算（第１号）です。 

令和元年度ふくおか県央環境広域施設組合一般会計補正予算（第１号）は、

次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。第１条、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出そ

れぞれ 6637 万 6000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ

32 億 1881 万 6000 円とする。２、歳入歳出予算の款項の補正の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は第１表 歳入歳出予算

補正による。 

令和元年 11月 25日提出、ふくおか県央環境広域施設組合組合長 片峯誠。 

この補正予算（第１号）は、歳入につきましては、平成 30 年度の両組合決

算に伴う補正となっております。歳出につきましては、再編室での支出、積

立金及びリサイクルセンターでの清算金の補正となっております。それでは

説明致します。 

２ページをお願い致します。第１表、歳入歳出予算補正のまず歳入です。

数字等の読み上げは省略し、補正があるところだけ説明を致します。ご了承

願います。 

４款諸収入、３項雑入、補正前の額１億 2597 万円に 6637 万 6000 円を追加

し、計を１億 9234 万 6000 円に、４款諸収入全体では補正前の額１億 2607 万

1000円に 6637万 6000円を追加し、計を１億9244万 7000円とするものです。  

歳入合計、補正前の額 31 億 5244 万円に 6637 万 6000 円を追加し、計を 32

億 1881 万 6000 円と致すものです。 

この 6637 万 6000 円の追加補正の内容につきましては、６ページをお願い

致します、６ページ、後ろから２枚目、６ページですが、１目の雑入で補正

前の額１億 2597 万円に 6637 万 6000 円を追加し、計を１億 9234 万 6000 円。

これは両組合の決算での歳入歳出差引額、新組合では余剰金として計上され
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ますので、１節雑入として 6637 万 6000 円を追加補正したものです。内容は

説明の欄のとおりとなっております。 

また３ページにお願い致します。次は歳出です。補正があるところだけ説

明を致します。２款１項総務管理費、補正前の額１億 5014 万 1000 円に 5827

万 2000 円を追加し、計を２億 0841 万 3000 円に、２款総務費全体では、補正

前の額１億 5023 万 2000 円に 5827 万 2000 円を追加し、計を２億 0850 万 4000

円に。この 5827 万 2000 円の追加補正の詳細につきましては７ページをお願

いします。まず１目の総務管理費、補正前の額 5645 万 8000 円に 360 万円を

追加し、計を 6005 万 8000 円に。この 360 万円は 13 節の委託料で、桂苑及び

嘉麻クリーンセンターの建物等老朽化調査業務委託するものです。 

次に２目諸費、補正前の額 9368 万 3000 円に 5467 万 2000 円を追加し、計

を１億 4835 万 5000 円に。この補正は、25 節の積立金で、内容は説明欄のと

おりとなっております。 

また３ページにお戻りください。３款衛生費、２項清掃費、補正前の額 27

億 4619 万 9000 円に 810 万 4000 円を追加し、計を 27 億 5430 万 3000 円に。

３款衛生費全体では、補正前の額 28 億 5567 万 7000 円に 810 万 4000 円を追

加し、計を 28 億 6378 万 1000 円に。これの詳細につきましては７ページ、最

終ページですが、７ページをご覧ください。３目のリサイクルセンター管理

運営事業費におきまして、補正前の額１億 3287 万 8000 円に 810 万 4000 円を

追加し、計を１億 4098 万 2000 円に。この 810 万 4000 円は、23 節の償還金、

利子及び割引料で、内容につきましては説明の欄のとおり嘉麻市不燃物処理

委託料の清算金となっております。 

以上で、ふくおか県央環境広域施設組合一般会計補正予算（第１号）の説

明を終わります。ご審議の上、可決くださるよう、お願いを致します。 

 

〇議長 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

江口議員。 

 

〇江口議員 

歳入の方で、雑入で、6637 万 6000 円ということなんですけど、これについ

ては 30 年度の両組合の施設組合からの余剰金という形になるわけですが、先
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ほどの決算の中での数字とは違うと思いまして、その違いについて聞かせて

いただきますか。 

 

〇議長 

事務局長。 

 

〇事務局長 

はい、議長。それでは６ページをご覧ください。まず飯塚市・桂川町衛生

施設組合 2562 万 3000 円を追加するものですが、当初予算に 3841 万 7000 円

を計上しております。決算で 6404 万円が新組合に承継されますので、その当

初予算との差、2562 万 3000 円を追加補正したものです。同じように、ふくお

か県央環境施設組合 4075 万 3000 円は、当初 4051 万 3000 円を計上しており

まして、決算で 8126 万 6000 円となりましたので、その差額の 4075 万 3000

円を追加補正したものです。以上です。 

 

〇議長 

ほかに質疑はありませんか。 

 

 （質疑なし） 

 

〇議長 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これより討論を行います。

討論はありませんか。 

 

 （討論なし） 

 

〇議長 

討論を終結致します。これより採決致します。おはかりします。議案第 12

号、令和元年度ふくおか県央環境広域施設組合一般会計補正予算（第１号）

についてを、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

 

 （異議なし） 



 - 17 -

〇議長 

異議なしと認めます。よって議案第 12 号、令和元年度ふくおか県央環境広

域施設組合一般会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決する

ことに決しました。 

 

〇議長 

続きまして日程第６、報告事項について。報告第１号について報告を求め

ます。事務局長。 

 

〇事務局長 

はい、議長。報告第１号です。今日お配りしたものなんですが、ごみ燃料

化センターにおける人身事故について報告致します。まず事故の概要につい

て、発生日時、令和元年 10 月 23 日（水曜日）13 時 10 分、発生場所として嘉

麻市岩崎 124 番地、ごみ燃料化センター内、異物選別機関連の搬送コンベア、

テールプーリー調整口付近で起こりました。事故の内容は、左手巻き込み事

故で、重症です。 

次のページをお願い致します。次のページは事故現場の平面図で、黄色く

マークしているところが移送コンベアで、赤で着色しているところが事故現

場となります。次のページは断面図です。非常に分かりにくいので、最終ペ

ージ、事故現場の拡大となっております。黄色い部分、これが搬送コンベア、

テールプーリー調整口です。コンベアのたるみ、緩みをここで調整するとい

う形になります。この黄色く着色した穴の中に左手を入れ、巻き込まれたも

のです。 

最初に戻ってください。事故の原因としまして、コンベアが動いている状

況で、コンベア底部についたごみを調整口より取り除いていたところ、左手

を巻き込まれたものです。 

今後の対策なんですが、単純な人的ミス、及び気の緩みが起因することか

ら、施設管理業務における従業員、作業員への十分な安全衛生管理及び安全

衛生教育を徹底するよう厳重注意したところです。なお、この施設の業務管

理委託業者は有限会社シノハラです。以上、報告です。 
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〇議長 

ただいまの報告について質疑はありませんか。 

 

 （質疑なし） 

 

〇議長 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

〇議長 

次に、報告第２号について報告を求めます。事務局長。 

 

〇事務局長 

はい、議長。報告第２号です。これはリサイクルセンターで発見された散

弾実包についてです。発見日時は令和元年 10 月 28 日（月曜日）、14 時ごろと

なっております。発見場所、飯塚市入水 757 番地１、リサイクルセンター内

です。なお、このごみの搬出元は、嘉麻市の一部（山田地区、嘉穂地区、碓

井地区）となっております。発見の状況、ごみ袋の破袋作業中に発見をして

おります。散弾実包は、写真にもありますように 15 発出てきております。な

お、発見後の処置としまして、飯塚署への届け出をし、現在、火薬類取締法

違反で捜査中となっております。以上です。 

 

〇議長 

ただいまの報告について質疑はありませんか。 

 

 （質疑なし） 

 

〇議長 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

〇議長 

次に、報告第３号について報告を求めます。再建建設推進室室長。 
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〇室長 

本日お配りさせていただいております報告第３号の、施設の再編建設推進

のスケジュールについて、ということで、A３の横の資料をお願い致します。 

まず、資料①と致しております１枚目と２枚目の資料になりますけども、

この資料は本年４月から当組合におきまして管理・運営しております環境施

設等 17 施設に関しまして、事前に報告させていただくものでございます。ご

み処理施設４施設、リサイクル施設３施設、最終処分場３場、し尿処理施設

４施設、火葬場３施設の順に一覧化して資料化しております。 

主な記載内容と致しましては、各施設の処理区域と対象人口、それから、

それぞれの施設の能力、また一番下の段になっていると思いますが、特記事

項と致しまして、これまでの大規模改修等の履歴の概要、現状の課題等です

ね、それらの特記事項を記載しております。また、能力等に関しまして、毎

年、県に報告しております一般廃棄物処理実態調査での直近実績となります

平成 30 年９月末日現在の数値に基づきました年間処理量、１日当たりの処理

量ですね、それから稼働率等の実績値などの項目も記載しているところでご

ざいます。 

それぞれの施設に関します詳しい内容は、後ほどご確認いただければと思

いますが、この一覧資料から見ますと、最終処分場３場を除きまして、環境

施設等 14施設のうち 10施設が現時点で開設後 20年以上を経過していること

がうかがえます。これら施設の向こう 10 年の稼働を見通しました場合、継続

して稼働を見越しました場合ですが、嘉麻斎場、それから汚泥再生処理セン

ターを除きます 12 施設が、施設更新等の時期の目安となります 25 年を経過

することとなります。この 10 年間、継続した稼働を行なっていく場合には、

今後、施設の更新または大規模改修等の延命化対策等、行なっていくことが

必要になる、ということが見込まれているものでございます。 

また、この一覧資料の中には、１枚目になりますけども、飯塚市のクリー

ンセンター、嘉麻クリーンセンターなど、これまでに機械設備等の更新を行

いました大規模改修が実施されている施設がございますが、延命化への対策

が講じられている施設も中には含まれておりますけども、開設後 25 年が経過

しております桂苑ですね、桂苑等につきましてはご承知のとおり現在まで大

規模改修が行われておらず、これまで定期的な施設の維持管理において稼働

がなされてきております。この桂苑につきましては今後、早期の対策が必要



 - 20 -

になっていくものと考えられます。 

また、これらの環境施設等の稼働では、日々、熱とかですね、薬品等を使

用した運転が日常的に行われておりますことから、全施設を通じまして、開

設後 30 年程度が経過した施設につきましては、躯体等の劣化も考えられ、今

後の躯体自体の補修工事の必要性も懸念されております。 

それから、各施設の稼働状況、処理状況ですね、を見てまいりますと、１

日当たりの処理量で算出致します稼働率の実績では、ごみ処理施設につきま

しては、桂苑の 76.4％が最高の数値であり、飯塚市クリーンセンター49.9％

の稼働率となっております。そのほかのリサイクル施設の稼働状況を含めま

しても、若干余力が生じている状況がうかがえます。また反対に、し尿処理

施設に関しましては、現状で４施設の稼働が行われておりますけども、それ

ぞれの施設ともに約 100％の稼働率となっておりまして、今後も管内４施設の

継続的な処理体制は必要な状況と考えております。 

このような稼働状況等を見ましても、今後の環境施設等の効率的で効果的

な運営・管理の推進におきましては、まずリサイクル施設を含みますごみ処

理場７施設の見直し再編、それから各施設の能力等を集約致します新清掃工

場の施設の新設整備等の取り組みに早期に着手する必要があると考えている

ところでございます。また引き続きまして、し尿処理施設、火葬場施設の、

施設の更新並びに再編等につきましても、今後、引き続いて検討していくこ

とが必要になっているものと思っているところでございます。 

では資料の３枚目をお願い致します。こちらが資料の３枚目でございます

けども、先ほどの管理・運営施設の概要でご報告致しました各施設の稼働状

況等を踏まえまして、本年９月に設置された再編建設推進室において、今後、

進めていこうと考えております事務工程の案でございます。 

上段の①が、事業スケジュールとしまして長期のビジョン、令和 12 年度ま

で見通しましたスケジュール案をお示しさせていただいております。下段の

②は、令和 4 年度までを想定した検討・作業等につきまして、そのスケジュ

ールをそれぞれ記載しているものでございます。 

まず上段の①、長期の事業スケジュールとなりますが、⑴から⑶まで区分

しております。まず⑴が、新たな清掃工場、ごみ処理施設になりますが、施

設整備を進める中、既存施設の長寿命化を図るものか、新清掃工場の建設を

進めるものかというようなですね、方針決定を図ってまいりたいと考えてお
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ります。 

まず、令和 2 年度までにかけまして、方針の決定を行わさせていただきた

く、3 年度、4 年度にかけまして具体的な事業内容等も検討した中での施設の

整備計画を策定する予定としております。5 年度から 11 年度まで、黒い矢印

で白抜き文字で記載しておりますけども、こちらについては③が新清掃工場

を建設の場合、④が既存施設の延命化をした場合の工程ということで、それ

ぞれどちらかの方針決定がなされたのちに、約７年間の間で準備作業等も進

めていきたいと考えております。で、新清掃工場の建設ということで方針決

定がなされました場合には、最短でも 12 年度の施設稼働を目指して進めてま

いりたいと考えております。 

それから⑵の既存の清掃工場、ごみ処理施設７施設になりますけども、こ

の再編につきましても合わせまして令和２年度までの間に方針決定を行い、3

年度、4年度に、その関係する地域または住民の皆さんですね、に対します広

報業務も行いながら事務準備作業を行い、早くても令和 5 年度には今の７施

設のごみ処理場の再編に取り組んでまいりたいというふうに考えております。

こちらも新清掃工場の建設という方針になりましたならば、11 年度をもって

今のこの再編後のごみ処理施設の稼働を見直していきたいというふうに考え

ているものでございます。 

⑶ですけども、こちらはし尿処理施設、火葬場施設の長寿命化及び再編整

備等の検討実施としております。こちらにつきましては令和２年、令和３年

度の途中までにかけまして方針の決定、それからはしばらく令和 7 年度くら

いまでは通常の維持管理を行っていくことになりますが、8年度ごろからです

ね、整備計画の策定、それから 10 年度以降、具体的な各施設ごとの施設整備

を実施してまいりたいと、長期の計画を立てているものでございます。 

では次の②の検討・準備作業スケジュールの方に入らせていただきます。

一番上の組合議会の枠でございますが、２段書きとしております。上の小さ

い矢印は、それぞれの本日同様に定例議会の日程でございます。下の引っ張

っておりますのは、常任委員会の開催予定となっておりますけども、今後の

計画策定、それからご検討いただきたい内容等が生じた場合には、適時、ご

審議方をお願いしたいと考えておりますので、このような表記をしておりま

す。また、元年度、令和２年の１月中におきましては、常任委員会の開催と

合わせまして管内の 17 施設に関します視察の方も、現在、検討させていただ



 - 22 -

いているところでございます。 

それではその下、計画策定事務、資料の左端に書いておりますけども、そ

この①から⑥までの説明をさせていただきたいと思います。 

まず、令和 2 年度からになりますけども、③から⑥までの、この施設の再

編整備に関しまして必要となります計画策定を検討致します。それに合わせ

まして、①の有識者等によります外部検討委員会を設置し、毎年、年間５回

から３回ですね、のご審議をいただきたいと考えているところでございます。

その構成は、まだ具体的には決めておりませんけども、近畿大学、北九州市

立大学等の有識者、それから２市２町の構成市町の住民代表の方を含めて約

10 人程度で組織できればと、今のところは検討しているところでございます。 

で、その下、②なんですけども、こちら、先ほどの補正予算でご審議いた

だきました桂苑と嘉麻クリーンセンターの劣化診断を本年度、３月末までを

もって実施致します。この劣化診断につきましては、躯体の劣化診断が中心

となるような内容となっておりますが、この結果報告も、その下、③から⑥

までの計画策定の参考と致しまして活用してまいりたいというふうに考えて

おります。 

その下、３番目、循環型社会形成地域計画を令和 2 年度、その下４番目、

一般廃棄物処理基本計画は令和 2 年度の達成を目指しております。この３番

目の計画になりますのは、循環型社会形成推進交付金という国の交付金の活

用に当たりまして、この計画は必須の、策定が必須となっております計画で

ございます。大変、スケジュール的には厳しいんではございますが、2年度中

の計画策定を目指すものでございます。 

で、４番目の一般廃棄物処理基本計画になりますが、こちらは先ほどの③

の地域計画の基準ともなります。組合と致しましてもごみ処理の仕方、中長

期的な見地から、10 年から 15 年を目処に策定することが必要となっておりま

す計画でありまして、この２本まとめてですね、今回、令和 2 年度に策定を

予定しているものでございます。 

その下、⑤になりますが、環境施設等整備基本構想、こちらにつきまして

は本組合の管理運営しております環境施設等の基本構想、令和３年度の途中

までにかけて策定をさせていただくように考えております。ただし、先ほど

の③④の計画と合わせまして、特に３番目の交付金の申請等のスケジュール

が急ぎますことから、この構想の策定段階において、ごみ処理場の施設の整
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備に関しましては、策定段階におきまして方針の決定を図っていきたいとい

うふうに考えているものでございます。その後、し尿処理、斎場の分まで含

めまして、令和３年度の上半期には計画を策定し、本組合の基本構想として

策定の方、図っていきたいと考えております。 

６番目になりますけども、ごみ処理施設の整備基本計画、こちらにつきま

しては先ほどの⑤の基本構想の方針の内容決定によりまして、その内容に基

づいた具体的な施設整備の計画を、令和３年度から４年度にかけて策定して

まいりたいと、スケジュールを立てて計画をしているものでございます。 

その下、施設整備に関する事務としております７番から 12 番まであげてお

りますが、７番の国・県との協議調整は適時、交付金の申請を含めまして行

なってまいります。 

⑧の清掃工場の再編なんですけども、こちらは先ほどの①の長期ビジョン

の⑵と連動したような内容となっております。こちらにつきましても、先ほ

どの⑤の基本構想の策定をもちまして、その方針等を令和２年度までに決定

いただきまして、３年度、４年度にかけて準備等、広報活動を含めた準備等

を行なってまいりたいと考えているものでございます。 

その下⑨になります。これは新清掃工場の建設につきます建設用地ですね、

候補地選定と、それから取得等の事務になります。令和２年度につきまして

は、まだ方針決定がなされていない状況ではございますけども、先ほどの循

環型社会の計画ではですね、どこどこの地域に、どの程度の規模の、という

ところを大まかに記載する必要も生じますので、令和２年中に、方針決定の

段階に合わせまして、候補地の選定作業に取り組んでまいりたいと考えてお

ります。 

で、新清掃工場の整備ということが方針決定なされました際には、令和３

年度以降、用地の取得等の事務にも取り組んでまいりたいと考えているとこ

ろでございます。 

その下 10 番目、生活環境影響調査、こちらにつきましても新清掃工場の建

設が方針決定されました場合に必要となってくる調査でございます。項目等

も多く、３年ないし４年等の期間を見込まれる調査でございますので、令和

２年度に方針決定がなされた際には、速やかにこの調査の方にも入ってまい

りたいと考えております。 

それから 11 番目、都市計画等の関連事務手続きでございます。こちらにつ



 - 24 -

いても、ある程度の所要時間が見込まれる手続きでございますので、令和３

年度以降、速やかに取り組んでまいりたいと考えております。 

それから 12 番目の関係地域の説明会、それから管内住民への周知活動等に

つきましても、今のところは方針決定がなされたのち、令和３年度からとし

ておりますが、必要に応じ、随時、実施してまいりたいと考えております。 

次のページ、資料３ページには、先ほどの計画でお話し、説明させていた

だきました循環型社会形成地域計画、それから一般廃棄物処理基本計画なん

ですけども、一般廃棄物処理計画の概要を載せております。で、まず一つ目

は、循環型社会につきましては、先ほども申しましたとおり、交付金を受け

るためには必須の計画であるということになります。で、記載内容としまし

ては、処理体制とかですが、今後の施設の整備に関するものを大まかに記載

してまして、県を通じて国に提出する必要がある計画でございます。 

その下の一般廃棄物処理計画につきましては、10 年から 15 年を見越した、

当組合としまして、ごみ処理の基本的な処理計画を定めて、これに基づき実

施していくといったような、廃掃法の規定に基づきます計画となっておりま

す。先ほどの循環型の計画の基準ともなる計画でございますので、この２本

等について、令和２年度より策定していくということで、参考資料としてつ

けております。以上、早口となりましたけども、今後の環境施設等の再編に

関します推進スケジュールの報告とさせていただきます。 

 

〇議長 

ただいまの報告について、質疑はありませんか。 

 

〇原中議員 

はい。 

 

〇議長 

原中議員。 

 

〇原中議員 

お尋ねします。ちょっと勉強不足かもしれないんですが、いろんな計画が

出ておりますけど、これの場合、まだコンサルなんかは全然してないですよ
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ね。入札なんかは。そういった場合ですね。１本じゃできないと思います。

色んなコンサルになると思うのですが、全体像は最初に出るのは何年度くら

いになりますか。施設、いっぱいありますよね。一番我々は、全体像を問わ

れることが多いんですよね。そういった場合、全体行政、方向性とか予算と

かね、こういった形で作っていきますよとかいう、例えば、長寿命化でいき

たいとかあるじゃないですか。我々は議会に説明を求められることが多いん

です。そういうところどういう形になりますかね。 

 

〇議長 

再編建設推進室長。 

 

〇室長 

はい。先ほどの資料３のですね、資料２です、すみません、②の検討・準

備作業スケジュールの⑤の環境施設等整備基本構想につきまして、策定にお

きましてですね、管内で運営管理致します 17 施設の施設整備、それから更新

期日等の目安等も含めた方針を策定していこうというふうに考えております。

ですので、このスケジュールの目指すとおりにいきますと、令和の 3 年度の

中頃までには、その方向性が定まるものと考えております。 

 

〇原中議員 

全体像は、基本的にその時に出るということですね。 

 

〇議長 

ほかに質疑ありませんか。暫時、休憩します。 

 

〇議長 

質疑には出ておりませんけれど、ちょっと皆さんにご提案ですけれど、す

でに事前にですね、今、組合が、施設組合が管理している施設についての現

地調査の日程をお願いしております。今日、会議が終わりまして、本会議が

終わりましてですね、皆様と日程の調整をさせていただいて、管理している

施設組合全てを、施設の全てを視察するという方向でご相談させていただき

ます。 
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それとともにですね。今、スケジュール等について説明がありましたが、

資料２のところを見ていただきたいんですけど、組合議会は、元年度は２月

にもう一度やる予定になっていてですね、これ見る限りですよ、これは議会

の方に相談あっておりませんので、本日、このスケジュールは出ております

のでですね、ちょっと一考して、考えていただきたいんですけど、２年度は

11 月と２月というふうに事務局では考えられております。しかし、事務局の

説明ではですね、令和２年度にあらかたの方針を決めていきたいというよう

な方針決定を上の方に出されておりますね。新設するのか、既存の施設の長

寿命化を図るのかとか、いろいろ提案されておるわけですけど、そういう意

味合いではですね、年２回の議会でよろしいのかどうかという問題が出てく

ると思うんです。 

方針決定するならばですね、やはり現状の施設のあり方を検討する、そし

て、もし新設するとか、そういうふうになりましたら、先進地の視察等もし

ていかなくてはいけない。そういうことを考えますと、今、事務局が作業ス

ケジュールを出されておりますけど、組合議会についてはですね、この日程

では間に合わないのではないかと、議長としては思うわけですけど、皆様方、

これは事務局と一切、相談しておりません。ただ、今の説明聞きながらです

ね、方針決定を早急にやっていくならば、議会としてもですね、その対応を

していかなければいけないんじゃないかなと。原中さん、原中議員が質問さ

れたようにですね、じゃ、ある程度の方針が決まるのは、どこの責任で、ち

ゃんと説明できるのか、ということになれば、確かに３年度になるかも分か

りませんけれど、決められたことをただ報告するわけには、やはり今後のこ

とを考えると、いけないと思いますので、その点について、皆さんがどうい

うふうに思うかだけ、議長としてはお尋ねしたいんです。 

 

〇原中議員 

議長の案でいいと思いますよ。できるだけ多くの会議を開いていただきた

いと思います。もう一つ、第三者委員会的なものに委託して答申とかが出た

時にその通りやるわけにはいきませんので、やはり議会は議会、住民に対し

て説明責任がありますんで、親議会に持って帰らないといけませんので。 
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〇議長 

議長としてはですね、事務局なりと相談しながらですね、議会の日程につ

いては改めて、提案された日程ではなく、この工程表じゃなくて、緊密に議

会を開くという方針をもってですね、打ち合わせをして事後報告させていた

だきたいと思いますけど、というような方針でよろしいでしょうかね。ご理

解いただければ、それで打ち合わせを進めてまいります。 

 

 （議場、賛成） 

 

〇議長 

ありがとうございます。 

 

〇議長 

議会を再開致します。ほかに質疑はありませんか。 

 

（質疑なし） 

 

〇議長 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

〇議長 

これで本日の日程は全部終了致しました。議会を閉会致します。これにて、

令和元年 第２回ふくおか県央環境広域施設組合定例会を閉会致します。お

疲れさまでした。 


